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Ｍ２Ｍ・ビッグデータＷＧについて

1.クラウドマイグレーション検討WG 
2. 業務連携クラウド検討WG 
3. 教育クラウドWG 
4. 次世代クラウドサービス検討WG 
5. 農業クラウドWG 
6. 健康・医療クラウドWG 
7. 水産業クラウドWG 
8. 観光クラウドWG 

9. M2M・ビッグデータWG

活動内容
ビッグデータを軸に、Ｍ２Ｍの領域まで拡大したＷＧ活動を目指す。ビッグデータ活用の出口
を定義した上で、そこに必要なデータソース、課題を抽出し、さらに必要となるＭ２Ｍとしての
要件、システム等を検討していく
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ビッグデータ利活用モデル
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outputData stock=BigData

広義のＢｉｇＤａｔａ

融合データ
（Big Data）

公共ユース（公共分野）

企業ユース（ビジネス分野）

個人ユース（生活分野）

活用領域・利用目的情報ソース

官庁・自治体情報
官庁・自治体が保持している
データ、実証実験のデータ

研究所・大学情報
研究・大学での研究データ

センサー情報
スマートデバイス
センサーからのﾃﾞｰﾀ

企業情報
オフィスで作成されるデータ、Ｅ
Ｃ等の販売管理と取引データ

インターネット情報
ＳＮＳ、ウェブ配信サービス
のデータ

画像・映像データ

テキストデータ

音声データ

数値データ

位置情報

官庁・自治体が公共利用目的とし
て利用する

個人・一般消費者が生活利便性
を目的として利用する

企業がビジネスへの有効活用とし
て利用する

スマートシティ計画
災害対策、インフラ整備

健康管理

input
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ビッグデータの活用の考察

行動・軌道予測

作業代替・支援

モデル創造

製品・サービス創造環境予知

需要予測

資源活用予測

ソーシャル・レビュー

スタティック・バッチ

ダイナミック･リアル

環境・気象情報

交通情報

医療情報

ライフログ

市場・生産情報

不動産情報

販売・顧客情報

観光情報

人口・就労情報

戦略・施策・計画

経済成長戦略

適用領域分類

環境・都市・設備計画

エネルギー需要・計画

防災・減災・災害対策

サービス・販売施策

（他ＷＧの領域）

データソース 処理 予測・予知 行動

センサー・M2Mデータ

現実社会のデータソースから、「予測・予知」さらには「行動」へと繋げていく。「予測・予知」と「行動」を
モデル化・分類化を進める。
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利用目的仮説：ビックデータによって出来ること
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・大量データ
・多様なデータの関連性

・迅速な処理

ビックデータの特性

Big Data

ビックデータの利用使途

大量の情報母数や複数の情報を相関させるこ
とによって、従来見えなかったものを見えるよ
うにする

例：温度×交通量、天候×作物成長度など

継続的に測定した情報から逸脱した情報が測
定（把握）された際に、それを「変化」として速
やかに把握できるようにする

例：異常気象、自然災害、セキュリティ（不正把
握）など

継続的な測定による傾向値や高度な情報分
析によって将来のトレンドを予測する

例：需要予測、マーケティング分析、人口動態
予測、農作物供給予測など
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公共側面で検討するべき情報群（案）
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公共性が高い

と想定される情報群

人や消費の動き

人口動態
位置情報
購買情報
所得推移

ライフラインの状況
（エネルギー・交通・通信）

エネルギー供給・消費状況
交通渋滞・交通量
通話履歴
水質管理情報

医療・高齢者の状況

•
•
•
•

•
•
•
•

•病床空席・繁忙管理
高齢者住宅空席
高齢者健康情報

•
•

•

自然・環境の情報

天候・気象情報（水位・温度など含む）
環境面の各種データ（オゾン・CO2・放射能）

作物成長度
水産物の動き（魚群・海流）

•
•
•

•
技術・研究・統計の情報

公共の統計データ（各省庁主幹）
学校・研究所のサンプリングデータ
特許・新技術の実証データ

•
•
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活用領域仮説：ビックデータの活用局面（例）
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人や消費の動き 自然・環境
技術・研究

・統計
ライフライン 医療・高齢者

エネルギー

需給管理

高齢者
介護支援

社会需要
トレンド

マーケティング

防災システム

研究開発
促進支援

渋滞予測・

交通渋滞緩和

パンデミック予測

新技術
マッチング

1次産業
供給予測

1次産業
運営支援
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（事例）Total Weather Insurance: 農家向け収入保障保険

Total Weather Insuranceは、 国立気象サービスがリアルタイムに提供する地域ごとの気
象データや、農務省が提供する過去60年の収穫量データ、2.5平方マイル単位で取得し
た14テラバイトにも及ぶ土壌情報などを活用して、地域や作物ごとの収穫被害発生確率
を独自技術で予測し、保険料を定める農家及び農作物専門のインターネット保険。

http://www.climate.com/

国立気象サービスの気象データ Total Weather Insurance Corn 2012

出典: Tomihiko Azuma, Open Knowledge Foundation Japan

250万ヶ所からの
1,500億ヶ所の 10兆の気象シミュ

気象測定データと
土壌観察データ レーションポイント× ＝

日々の気象予報データ
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（事例）midataとemPowerMi：民間・個人データの活用

midataは、消費者が民間企業の持つ自分の個人データに自由にアクセスできるようにす
ることを目指したプロジェクトで英で2011年に開始。midataにはエネルギー、金融、通信
などの業界から20を超える企業がパートナーとして個人データを提供(British Gas、EDF 
Energy、Visa、MasterCard、Lloyds Banking Group、Three、Googleなど)。英Open 
Data Instituteは民間保有の個人データ活用を狙い2012年11月にMidata Hackathonを
開催、CleanWebがemPowerMiを開発。

• Webによる持続可能な社会づくりに取
り組むCleanwebが開発

個人のエネルギー消費実績、住所、住
居タイプなどのデータを分析

適用可能な省エネ技術と、それによる
エネルギー支出抑制効果を算出

省エネ設備設置のために利用可能な
各種制度についてもアドバイス

•

•

•

http://empowermi.cleanweb.org.uk/

出典: Tomihiko Azuma, Open Knowledge Foundation Japan

http://empowermi.cleanweb.org.uk/


ジャパン・クラウド・コンソーシアムPage 10 Ｍ２Ｍ・ビッグデータＷＧ

Ｂ映画
視聴履歴
／評価

（匿名Ｙ）

Ａ映画
視聴履歴
／評価

（匿名Ｙ）

Ａ映画
レビュー
（公開）

ユ
ー
ザ
Ｘ
の
未
公
開
視
聴
履
歴

（
Ｂ
映
画
）
が
あ
ら
わ
に

Netflix
ユーザＸ（実名）

映画レビュー

Netflixコンテストサイト

（匿名化したデータを公開）

同一ユーザ
と推定可能

レビュー
投稿

Ｂ映画
レビュー

（未公開）
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（事例）Netflix：映画視聴におけるプライバシの課題

Netflix社はユーザの嗜好に合わせて映画をお勧めするアルゴリズムのコンテス

トのために、約５０万人のユーザの視聴履歴と評価を匿名化して公開したが、
特定ユーザの視聴履歴を類推できることから訴訟問題にまで発展。同社は予
定していた２回目のコンテストを中止。

Netflixコンテストサイトにおいて

ユーザの映画レビューを公開

※ 社：全米最大のｵﾝﾗｲﾝ映画配信、ＤＶＤﾚﾝﾀﾙ企業Netflix
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ビッグデータ利活用の促進に向けて

技術 運用

ビッグデータ利活用を促進するために、プライバシ保護
と新ビジネス創出のバランスのとれたパーソナルデー
タ利用・流通の基準や仕組みが不可欠

基準／仕組み
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基準（ガイドライン等）に関する課題・論点

□ 自治体／民間企業等がデータを安心して提供できるように、パーソナルデータ流通のための
基準の整理、明確化

自治体／民間企業等から提供されるデータを容易に利活用できるように、提供データのプ
ライバシー性やフォーマットに関する基準の整理、明確化

基準に抵触する具体例の整理、明確化

□

□

仕組みに関する課題・論点

□ 提供データを安心して利活用できるように、データ提供者を確認できる仕組み

提供データがパーソナルデータ流通基準を満たしていることを確認できる仕組み

提供データの利活用方法が基準を満たしていることを確認できる仕組み

□

□

基準／仕組みに関する課題・論点
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